
□安否確認
□被災状況確認

風水害と地震とでは
避難行動が違います！

避難行動
災害が発生した時の避難行動の流れです。災害時に速や
かに行動が取れるように、「風水害（浸水害、土砂災
害）」と「地震」の場合の避難行動の流れを、日ごろか
ら話し合っておきましょう。

風水害の場合 地震の場合

自

助

□正確な情報収集
（気象情報や避難情報等）

□早めの行動
□避難の呼びかけ（テレビ等）に注意

□揺れが収まるまで身を守る
□家屋内にいる家族の安否確認
□揺れが収まったら火元の確認
□避難に向けて出口確保
通電火災予防

（ブレーカーを落とす）
警戒レベル1 早期注意情報
警戒レベル2 大雨・洪水注意報
警戒レベル3 高齢者等避難
警戒レベル4 避難指示
警戒レベル5 緊急安全確保

避
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・
安
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早めの避難

〇隣近所の出
火の有無、救
助等の必要性
の確認

役割分担
〇初期消火
〇救出・救護
〇その他

一次集合場所へ

※移動している
余裕がない場合
は、２階以上へ
垂直避難

浸水害の場合

※移動している
余裕がない場合
は、崖から離れ
たより安全な場
所等へ避難

避難情報発令時にはできるだけ
早く準備して避難開始

土砂災害の場合

避
難
所
開
設

隣近所でお互いに声を掛け合って避難
高齢者や障がいのある方等の

要支援者の避難支援

風水害の場合の避難所

まちづくりセンター 等

地震の場合の避難所

小中学校、体育館 等

市からの連絡により施設管理者等と
連携して開錠

施設管理者等と連携して開錠

※「避難情報」発令時には市は避難所を開
設します。


